
Ac1

◼河口部の地質横断図(①～①’断面)をみると、東側は古保倉川氾濫原堆積物の粘性土層が分布する。
◼当該地区の地下水は浅く、帯水層が2層分布するものと考えられる。西側は地盤標高が低く、地下水位も低い。

２．現地調査結果（放水路ルート帯横断方向の地質状況）
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想定地下水位線

地質調査位置図

潟町砂丘

保倉川

凸福島城

後背湿地

(旧潟湖)

夷浜地区

浮島・

下三分一

地区

後背湿地

(旧潟湖)

氾濫平野

新掘川概略ルート帯

古保倉川

地質想定断面図の位置

Asd Abr As1

Ac1

Ac1

中砂を主体とする

粒径均一な砂

粗砂を主体とし

中礫を混入する砂

粗砂を主体とし

細礫を混入する砂

ほぼ粘土分から

なる粘性土

ほぼ粘土分から

なる粘性土

①

①’

地質想定断面図

①西側 ①’ 東側



概略ルート帯

◼砂丘部である遊光寺浜～夷浜～西ヶ窪浜では、東側は地下水位が比較的高く、西側は地下水が比較的低い。
◼田んぼがある下米岡～浮島周辺は、他地区より地下水位が低いことが想定される。

２．現地調査結果（放水路ルート帯の地下水分布状況）

5

地下水位想定分布図（冬季）



◼現地観測の結果から、既存の防風林周辺、各集落周辺における風向・風速の出現状況が把握できている。

２．現地調査結果（風向風速調査の結果：冬季）

冬季の風向・風速の地点別出現状況

風向・風速の出現状況

冬季は概ね北西（NW）と南東（SE）からの風が多く出現した（ ：風向頻度）。西～北西からの風は、平均
風速が強い傾向が見られた（ ：平均風速）。防風林背後では風速が弱まる傾向が見られた（夷浜市営
住宅）。海岸部観測地点は防風林に近く、他地点よりも静穏（Calm）の割合が多い傾向が見られるが、観
測を継続し確認する。

観測地点
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夷浜保育園海岸部

防風林

夷浜市営住宅

中電鉄塔跡

南川第3号揚水機場

浮島

南川
四ツ浮会館

下三分一

平成26年1月より南川第3号揚水機場、平成27年2月より南
川にて観測を開始した。令和元年冬季より観測地点を8箇
所追加設置し、計10箇所で現地観測を行っている。

※観測地点（右図）の青色に網掛けした観測地点の値を示す

海岸部
R1.12.13～R2.2.10

夷浜市営住宅
R1.12.21～R2.2.10

浮島
R1.12.9～R2.2.11

四ツ浮会館
R1.12.7～R2.2.11

下三分一
R1.12.6～R2.2.11

観測地点
観測期間

Calm（静穏）
：風速0.2m/s以下の出現頻度
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出現頻度が比較的多い風向

（青
線
）

風
向
頻
度

平
均
風
速

（赤
線
）

風向 (16方位)

図の見方

※青色に網掛けした観測地点（5地点）の値を左図に示す
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◼現地観測の結果から、既存の防風林周辺、各集落周辺における飛来塩分の飛来状況の季節変化が把握できている。

２．現地調査結果（飛来塩分調査の結果）

飛来塩分の飛来状況※1

冬季は飛来塩分量が多く、4月以降は飛来塩分量が大幅に減少する傾向が見られた。
地点別では、海岸部で突出して飛来塩分量が多い傾向が見られた。防風林背後では飛来塩分量が減る
ものの、下三分一、四ッ浮会館、浮島については、最大で1.3mdd※2程度の飛来塩分量が確認された。

観測地点

平成26年1月より南川第3号揚水機場、平成26年12月より
南川にて観測を開始した。令和元年冬季より観測地点を8
箇所追加設置し、計10箇所で現地観測を行っている。

7

夷浜保育園海岸部

防風林

夷浜市営住宅

中電鉄塔跡

南川第3号揚水機場

浮島

南川
四ツ浮会館

下三分一

※1 観測地点（右図）の青色に網掛けした観測地点の値を示す

※2 単位 mdd：mg/dm2/day
1日あたり10cm×10cm（= dm2）に飛来した塩分量（mg）



◼公表済みである概略ルート帯【約1km幅】から複数の概略ルート案【約200m幅】を検討するにあたり、以下に示す方
針を設定し、それに伴う留意点を考慮した。

・放水路の分派は、700m3/s分派が確実に可能な位置や施設形状とする。
・疎通のし易さの観点から、放水路線形は可能な限り直線とする。
・維持管理の容易性を考慮する（堆積土砂による河口部閉塞の回避等）。
・高い内水排除効果の発現のため、鍋底地形低平地部を通過させる。
・経済性や施工性を考慮する。

・周辺地域の直江津港LNG基地上越火力発電所、中部電力鉄塔・地下洞道、
ガスパイプライン、県営南部産業団地、圃場整備事業等に与える影響が小さ
いルートを評価する。

・地域コミュニティや家屋等移転、神社仏閣への影響に配慮し、これらに与え
る影響が小さいルートを評価する。

３．概略ルート案の設定
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概略ルート案は方針②を満足するルートとする

留意点

留意点

留意点

方針③の観点から異なる特徴を有する複数のルート案を設定する

【方針③】
重要な施設
への影響の
最小化

【方針②】
確実な治水効
果の発現

【方針①】
地域住民の
生活への配慮

河川整備計画で示したルートで生じている地域分断の影響が少なくなるルート案を設定する



■放水路整備は新規に水路を開削するため、家屋等の移転や、東西方向の移動の分断が生じる。よって、可能な限り

地区界等に配慮した平面計画が重要である。

●放水路整備により家屋等の移転、東西方向の移動の分断が生じる。地区界の境界を通る
ルートとすることで、町内分断の影響を最小限にできる。よって、地域住民（自治会等）の活
動や生活道路等を確認し、放水路整備による分断の影響が最小となる平面計画とする。

【考えられる影響例】
・移動距離の増大（町内会の配布物の受け渡しや回覧、小中学校の通学路 等）
・コミュニティ活動への影響（町内の集会、近所づきあい、祭り 等）
・指定区域の変更（学校区、消防団の管轄、避難場所 等）

夷浜町内会館

八千浦地区
公民館

南原町内会館

下米岡会館

下吉町会館 上越市公民館
南側分館

四ツ浮会館

上三分一会館

下三分一公民館上吉町内会館

平面図

保倉川

南川小学校

八千浦小学校

八千浦中学校
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３．概略ルート案の設定 ①地域住民の生活への配慮：地域分断

【方針①】地域住民の生活への配慮

河川砂防技術基準 計画編 施設配置等計画編 第 2 章 第 2-1 章 第 1 節 – 11 ページより

河川砂防技術基準の内容

⚫放水路計画に当たり、地域の分断について考慮することが重要とされている。



凡例（TPm）

0.0～ 1.0
1.0～ 2.0
2.0～ 3.0
3.0～ 4.0
4.0～ 5.0
5.0～ 6.0
6.0～ 7.0
7.0～ 8.0
8.0～ 9.0
9.0～10.0

10.0～

地盤標高が最も低い

保倉川

火力発電

上越地域海岸
緊急整備事業

概略ルート帯地盤標高図

土砂堆積しにくい
と思われる箇所

◼河川工学的な視点から概略ルート帯の中で高い治水効果が期待できる位置とする。

【方針②】確実な治水効果の発現

３．概略ルート案の設定 ②確実な治水効果の発現

河川工学的な視点から留意すべき項目

疎通の
しやすさ

➢放水路形状は可能な限り直線とする。

洪水による
浸水被害の軽減

➢保倉川からの外水氾濫の軽減効果が確実に見込める
箇所から分派させる。

内水氾濫の
軽減効果

➢雨水が集まる地盤標高が最も低い地域を通水させる
ことで、高い内水排除効果を期待できる。

維持管理
➢河口閉塞を避けるため、河口部は土砂堆積しにくい
区域を選定。
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